
























経 済 政 策「論」
A Critique of Current Economic Policies













を所与として、これを生産するための要素組合せは、等費用線 L´ M´ 上の交点bあるいは






 MPa     MPb                    MPn 
―――＝―――＝…………＝――― ……（1） 












































































































































































































































E.D.DOMAR, ESSAYS IN THE THEORY OF ECONOMIC GRAWTH, OXFORD UNIV.
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　　　　　　　　　　　　　　  １ 
1兆円×限界消費性向×　　　　　　　　　 





















































































































→ ’97年５月、② ’99年２月→ ’00年10月の２回とみなされ、①は70兆円近い経済対策によるもの、
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②も巨額の財政出動の結果と云ってよい（朝日新聞、’04年１月１日）。
（’04年９月脱稿）
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